
二
月
一
日
（
土
）
に
立

志
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

２
年
生
全
員
が
登
壇
し
、

こ
こ
ろ
ざ
し
を
表
す
漢
字

１
文
字
を
前
に
掲
げ
な
が

ら
、
堂
々
と
し
た
発
表
を

行
い
ま
し
た
。

そ
の
後
に
は
、
学
年
の

代
表
と
し
て
、
中
野
直
実

さ
ん
、
竹
久
宜
伸
君
、
堀

江
駿
斗
君
の
３
名
が
作
文

を
発
表
し
ま
し
た
。
１
、

２
年
生
や
多
く
の
来
賓
、

保
護
者
の
方
の
前
で
３
人

と
も
堂
々
と
読
み
上
げ
ま

し
た
。

式
に
臨
む
子
供
た
ち
の

姿
勢
も
よ
く
、
も
う
少
し

で
最
上
級
生
に
な
る
２
年

生
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

１
年
生
も
こ
の
１
年
間
の

成
長
を
感
じ
さ
せ
る
姿
勢

で
式
に
参
加
し
ま
し
た
。

中
野

直
実
さ
ん

竹
久

宜
伸
君

堀
江

駿
斗
君

第
２
部
は
日
本
航
空
の

現
役
の
機
長
を
務
め
る
織

田
直
行
先
生
に
、
「
夢
を

翼
に
～
あ
き
ら
め
な
い
心

～
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
、

お
話
を
頂
き
ま
し
た
。
立

志
式
の
話
を
受
け
て
、
目

標
を
も
ち
、
あ
き
ら
め
ず

に
努
力
を
続
け
る
大
切
さ

を
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。

二
月
六
日
（
木
）
に
１

年
生
は
校
外
学
習
を
行
い

ま
し
た
。
午
前
中
は
上
野

公
園
内
で
班
活
動
を
行
っ

た
後
に
、
東
京
都
国
立
博

物
館
で
学
芸
員
の
仕
事
に

つ
い
て
お
話
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
昼
食
後
は
事
前

に
班
の
メ
ン
バ
ー
で
考
え

た
行
動
計
画
表
に
従
っ
て
、

様
々
な
場
所
を
訪
れ
ま
し

た
。中

学
生
に
な
っ
て
か
ら

初
め
て
の
班
活
動
で
し
た

が
、
事
前
学
習
の
段
階
か

ら
熱
心
に
取
り
組
み
、
３

年
生
の
修
学
旅
行
に
向
け

て
の
良
い
一
歩
と
な
り
ま

し
た
。

上
野
の
東
京
都
美
術
館

で
、
連
合
作
品
展
が
行
わ

れ
、
美
術
、
技
術
、
家
庭
、

書
道
の
作
品
が
出
品
さ
れ

ま
し
た
。
浅
草
中
か
ら
は
、

区
展
153
名
、
都
展
20
名
が

選
ば
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

3
年
生
8
名
が
展
示
、
搬

出
入
の
お
手
伝
い
を
し
て

く
れ
ま
し
た
。

二
月
如
月
と

な
り
ま
し
た
。

三
日
は
節
分
、

四
日
は
立
春
、

暦
の
上
で
は
春

を
迎
え
ま
し
た
。

こ
の
節
分
、
季

節
を
分
か
つ
日

な
の
で
、
以
前

は
立
夏
、
立
秋
、

立
冬
の
前
日
も

節
分
だ
っ
た
の

で
す
が
、
１
年

は
春
か
ら
始
ま

る
こ
と
も
あ
り
、

最
も
重
視
さ
れ
た
の
が
春

の
節
分
。
そ
れ
が
今
も
残
っ

て
い
ま
す
。
冬
の
、
あ
る

い
は
前
年
の
邪
気
を
払
い
、

新
た
な
芽
吹
き
の
季
節
を

迎
え
る
た
め
の
行
い
が
節

分
の
豆
ま
き
と
い
っ
た
こ

と
で
し
ょ
う
か
。

さ
て
、
こ
の
冬
の
テ
レ
ビ

天
気
予
報
で
気
に
な
る
言

葉
を
聞
き
ま
し
た
。
年
末

一
月
二
月
と
続
け
て
「
真

冬
並
み
の
寒
さ
」
と
あ
っ

た
こ
と
で
す
。
真
冬
並
み

は
真
冬
で
は
な
い
の
に
と

い
う
意
味
で
し
ょ
う
。
そ

う
す
る
と
「
真
冬
」
は
い

つ
な
の
か
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
「
す
ご
い
お
い
し

い
」
「
す
ご
い
き
れ
い
」

な
ど
も
よ
く
聞
き
ま
す
が
、

「
す
ご
く
」
で
し
ょ
う
。

も
と
も
と
「
す
ご
い
（
く
）
」

は
否
定
的
・
よ
く
な
い
た

と
え
の
言
葉
で
、
よ
い
意

味
の
場
合
は
「
と
て
も
」

を
使
っ
た
方
が
良
い
よ
う

に
も
思
え
ま
す
。

さ
ら
に
耳
障
り
な
の
が

「
や
ば
い
」
の
連
呼
で
す
。

元
々
が
隠
語
で
「
良
く
な

い
状
況
、
ま
ず
い
展
開
」

な
ど
で
使
う
言
葉
で
し
ょ

う
。
最
近
は
う
れ
し
く
て

も
、
お
い
し
い
も
の
を
食

べ
て
も
、
悲
し
く
て
も
、

か
わ
い
い
も
の
を
見
て
も
、

何
で
も
「
や
ば
い
、
や
ば

い
」
。
語
彙
の
貧
困
さ
を

感
じ
さ
せ
ま
す
。

日
本
語
は
母
音
の
少
な
い

言
語
で
す
が
、
文
字
の
多

さ
、
言
葉
の
多
さ
に
富
む

言
語
で
す
。
良
書
に
親
し

み
、
語
彙
を
豊
富
に
し
て
、

正
し
く
ま
た
美
し
い
日
本

語
を
使
え
る
よ
う
に
な
っ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

今
年
度
は
今
号
が
最
終

号
と
な
り
ま
す
。
次
号
は

４
月
発
行
予
定
で
す
。
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台
東
区
立
浅
草
中
学
校
便
り

二
月
一
日
土
曜
日
に
令

和
元
年
度
、
本
校
第
六
回

の
立
志
式
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
第
二
学
年
は
、
当

日
の
立
志
式
に
向
け
て
、

自
分
の
「
志
」
を
漢
字
一

文
字
で
表
し
、
立
志
の
作

文
を
書
き
ま
し
た
。
本
番

で
は
、
七
十
九
名
が
、
自

分
の
決
意
を
堂
々

と
発
表
し
て
く

れ
ま
し
た
。
来

賓
の
皆
様
か
ら

も
、
一
人
一
人

の
発
表
が
素
晴

ら
し
か
っ
た
、
涙
が
出
た

と
い
う
感
想
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

第
二
部
で
は
、
日
本
航

空
株
式
会
社

機
長

織

田
直
行
様
に
「
夢
を
翼
に

～
諦
め
な
い
心
～
」
と
い

う
演
題
で
講
演
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
講
演
内

容
を
簡
単
に
紹
介
し
ま
す
。

①
人
は
、
能
力
や
体
力
の

限
界
で
は
な
く
、
ど
こ
で

諦
め
る
か
で
限
界
を
決
め

て
い
る
。

②
失
敗
と
は
、
唯
一
あ
き

ら
め
た
時
で
あ
り
、
あ
き

ら
め
な
け
れ
ば
失
敗
と
は

言
わ
な
い
。

③
あ
き
ら
め
な
い
力
を
高

め
る
た
め
に
、
な
り
た
い

自
分
を
決
め
る
な
ど
夢
や

目
標
を
も
つ
こ
と
。

④
夢
や
目
標
に
向
か
っ
て

地
道
な
努
力
を
続
け
る
事

が
大
切
で
あ
る
。

⑤
あ
き
ら
め
な
い
心
は
、

集
中
力
・
持
続
力
・
好
奇

心
（
興
味
）
に
よ
っ
て
磨

か
れ
る
。

⑥
未
来
は
ど
う
な
る
か
で

は
な
く
、
ど
う
し
た
い
か

で
決
ま
る
。

⑦
考
え
る
と
は
、
自
ら
に

問
い
を
立
て
る
こ
と
。

⑧
物
事
を
考
え
る
と
き
、

や
ら
な
い
理
由
、
で
き
な

い
理
由
を
あ
げ
な
い
。

生
徒
の
感
想
か
ら
も
、

自
分
の
夢
に
向
か
う
勇
気

や
意
欲
が
高
ま
っ
た
感
想

が
多
く
、
生
徒
代
表
の
講

師
へ
の
お
礼
の
言
葉
も
素

晴
ら
し
く
心
に
響
い
た
生

徒
が
多
か
っ
た
と
感
じ
ま

し
た
。

参
観
し
た
保
護
者
か
ら

も
「
ど
の
よ
う
な
夢
も
諦

め
ず
に
努
力
で
き
る
環
境

で
育
て
て
い
き
た
い
。
」

と
い
う
感
想
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

本
校
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
は
「
夢
を
叶
え
る
浅
草

中
学
校
」
で
す
。
夢
を
叶

え
る
た
め
に
、
全
教
育
活

動
を
通
し
て
好
奇
心
（
興

味
）
・
集
中
力
・
持
続
力

を
高
め
、
保
護
者
・
地
域

と
一
体
と
な
っ
て
「
あ
き

ら
め
な
い
心
」
の
育
成
を

引
き
続
き
図
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

お
知
ら
せ

●
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

区
シ
ー
ド
権
大
会

３
位

●
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

区
シ
ー
ド
権
大
会

優
勝

●
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

１
年
生
大
会

優
勝

●
男
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

区
シ
ー
ド
権
大
会

ダ
ブ
ル
ス

２
位

堀
江

駿
斗

安
田

治
生

組

シ
ン
グ
ル
ス

２
位

谷
山

倖
誠

研
修
大
会

ダ
ブ
ル
ス

優
勝

飯
田

健
太

小
野
崎

花

組

３
位

大
和
田

悠
斗

白
倉

立
英

組

●
女
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

区
シ
ー
ド
権
大
会

ダ
ブ
ル
ス

２
位

品
川

珠
乃
愛

髙
橋

天
音

組

３
位

鈴
木

咲
穂

山
本

凛

組

尾
崎

遙
香

高
橋

明
日
香

組

シ
ン
グ
ル
ス

３
位

上
野

朱
理

研
修
大
会

ダ
ブ
ル
ス

優
勝

佐
々
木

美
遥

多
田

舞
花

組

３
位

髙
橋

ゆ
り

松
本

侑
來

組

シ
ン
グ
ル
ス

２
位

田
邉

こ
は
る

防
災
標
語
コ
ン
ク
ー
ル

入
選

福
田

修
也

二
月
二
日
（
日
）
に
中
学

生
東
京
駅
伝
大
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

男
子

井
下
田

克
和

清
水
谷

瞭

福
田

純
之
輝

女
子

大
島

七
海

重
田

芽
依

寺
田

ゆ
め

廣
田

あ
ゆ
み

瀧
田

健
二

最後の学期を落ち着いて過ごしています。

今年度も残すところあと1ヶ月となりました。１年生は先輩に、
２年生は最上級生に、３年生は新しいステージへと進みます。この
時期にしっかりとした心構えを作り上げましょう。

立

志

式

都
・区

連
合
作
品
展

表
彰

１
年
校
外
学
習

東
京
駅
伝

ホームページ切り替えのお知らせ
このたび、区内全小中学校のホームページが切り替えとなります。学校の緊急連絡等もありますので

是非ご覧いただき、「お気に入り」への登録等お願いします。

切り替え：３月１６日９時～１４時頃

開き方①「お気に入り」に登録した旧ホームページへアクセスすれば新ページへジャンプします。

開き方②「浅草中学校」を検索して開く。

開き方③アドレスを入力する。

（http://taito.ed.jp/swas/index.php?id=1320115）


